
科学的思考力を高める理科学習指導  

～思考を視覚化する学習プリントの工夫を通して～ 

 

要約 

平成 23 年度より全面実施されている中学校の新しい学習指導要領では、科学的な思考

力・表現力等の育成の観点から科学的な知識や概念を使用して考えたり、説明したりする

などの学習活動を充実させることの重要性が明らかになった。理科の授業実践の中で、自

然の事物・現象から課題を見出し、予想や仮説を立て、実験方法を考え、観察・実験を行

い、その結果を基に考察する活動を繰り返し行うことで科学的思考が高まると考えられる。 

これまでの観察・実験において、仮説とその根拠を書く時間の確保をしておらず、生徒

が問題意識をもって取り組んでいなかった。また、実験方法は教師が全て指示したもので

行っており、習得した科学的な知識や概念を使って実験方法を考える場面はなかった。  

考察においては、自分の意見と他人の意見を書くスペースを用意していなかったために、

自分の意見を持たないで交流活動を行ったり、自分の考えを書いても、他の生徒の意見を

聞くと、自分の答えを消したりして書き写す生徒が多かった。  

そこで観察・実験において、目的意識と科学的な知識や概念を用いて考える授業を展開

するために、本主題「科学的思考力を高める理科学習指導」を設定した。  

研究主題の解明のために、①予想や仮説の場面、②予想や仮説を調べるために観察や実

験を考える場面、③観察・実験の結果をもとに考察する場面、④観察・実験後、感じたこ

とや新たに生じた疑問をまとめる場面において、思考を視覚化する学習プリントを用いて

自分の思考を確認しながら整理し、問題解決を行えば、科学的に思考する力が身に付くだ

ろうという研究仮説を立てて取り組んだ。  

 

 

 

 

 本研究を通して、次の成果と課題が明らかになった（○：成果、●：課題）。  

○ 観察・実験を行う前に仮説を立て、思考を視覚化する学習プリントを用いて根拠を明

確にする活動を行うことで、自分の思考の過程を確認しながら考察を行うことができた。 

○ 実験方法を考え、観察・実験を行い、結果を分かりやすくまとめ、その結果を基に思

考を視覚化する学習プリントを用いて、考察する活動を繰り返し行うことで実験方法設

定力が高まり、科学的思考力が高まったと考えられる。  

● 仮説設定力や考察力に比べて、実験方法設定力と問題発見力の高まりは低い。知識を

獲得するために、提示した実験についても実験の意味を考える活動を行い、それを基に

して、別の事象で実験方法を自分たちで考える活動をもっと増やしていく必要がある。  

● 問題発見力については、学習プリントを見直し、今まで行ってきた【感想・気付いた

こと】の欄を【新たな疑問】や【日常生活に生かせそうな所】と変えることで、生徒に

問題提起することが可能と分かった。教師が学習したことを日常へと結びつけて考える

機会を設けることで高まると言える。  

キーワード：科学的思考力 視覚化 学習プリント  

（１）既習知識を基盤とした思考ができているか。  

（２）科学的な知識や概念を用いて、考えたり説明したりしているか。  

（３）結果から得られる表やグラフ等を活用したり、必要な条件をもとに結果を整理し、

比較・分類・関連付け・推論を行ったりしながら考察しているか。  



１ 主題設定の理由 

（１）社会的要請・現代教育の動向から  

 21 世紀は「知識基盤社会」と言われ、新しい未知の問題に試行錯誤しながらも解決が

求められている社会である。世の中で起こっている多くの問題は、地球温暖化、核燃料

を始めとする廃棄物、遺伝子組み換え、クローンの問題など、これまで人類が経験して

いないものばかりである。こうした判断を専門家だけに任せるのではなく、自分たちの

生活を守るために、さまざまな場面で一人一人が責任と科学的根拠をもとに判断できる

ように、情報を科学的に読み取り，科学的に思考する力が必要となってくる。  

  TIMSS（国際数学・理科教育動向調査）や OECD（経済協力開発機構）が行った PISA

（学習到達度調査）の分析から、日本の中学生は推論を行うことによって得られる問題

では、事象の原因や理由を説明したり、自分の考えを書いたりする問題の正答率が低い

ことが分かっている。これらのことから、社会において求められる問題解決能力をもっ

た人材を育成するために、科学的思考力を高めようとする本研究は意義があると考える。 

（２）生徒の実態・学校教育目標の具現化から  

  本校は、新興住宅地の中心にあり、落ち着いた環境にある。保護者の教育に対する関

心も高く、家庭の教育力も高いこともあり、生徒の学習に対する意欲も高い。実際に、

学力検査等の結果からも生徒の学力は相対的に高く、暗記したり、基礎的・基本的な事

項を的確に用いたりすることに長けている。しかし、文脈に応じて判断したり、帰納的

に物事を考え付加・修正したりするというような問題解決能力が不十分である。  

TIMSS や PISA における日本の中学生の課題と同様に、論述形式問題に対する苦手意

識が強く、正答率の低い生徒が多くいる。また地域柄によって、生徒は目立った行動を

避ける傾向にある。自分の意見を人前で言わなかったり、発表して間違うことを過度に

嫌がったりする生徒が多いため、自分の考えを自分の言葉で書くことさえもしなくなり、

模範解答を自分の答えとする傾向にある。  

 そこで本校では、学級教育目標を「知・徳・体の調和がとれ、志をもって生きる生徒

の育成」としている。重点目標「豊かな心と確かな学力を身につけ自分の考えを表現す

ることのできる生徒の育成」を目指し，主体的に取り組む質の高い授業を掲げている。 

（３）教科の本質から  

平成 23 年度より全面実施されている小・中学校の新しい学習指導要領では、「時数の

増加」と「学習内容の増加」とが打ち出されている。また、科学的な思考力・表現力等

の育成の観点から科学的知識や概念を使用して考えたり、説明したりするなどの学習活

動を充実させることが推進されている。しかし、授業時間数や学習内容を増やすだけで

は生徒の学力を伸長させることに直接つながらない。日々行われる理科の授業実践の中

で、自然の事物・現象から課題を見出し、予想や仮説を立て、実験方法を考え、観察・

実験を行い、結果を分かりやすくまとめ、その結果を基に考察する活動を繰り返し行う

ことで科学的思考が高まると考えられる。  

（４）指導上の反省・問題点から  

これまでの観察・実験において、予想を書く時間を十分確保していないことや予想と  

その根拠を書かせない時があり、生徒が問題意識をもって取り組むことができていなか

った。また、実験方法を全て指示して行っており、習得した科学的な知識や概念を使っ



て実験方法を考える授業を行ってきていない。観察・実験をした際の結果を指定した表

やグラフの形にまとめることは行ってきたが、各自で工夫して結果をまとめる授業を行

うことは少なかった。考察においては、自分の意見と他人の意見を書くスペースを用意

していなかったために、自分の意見を持たないで交流活動を行ったり、自分の考えを書

いても、他の生徒の意見を聞くと、自分の答えを消したりして書き写す生徒が多かった。  

  そこで、自分の思考の過程を視覚化することで、自分の考えの変化や間違ってもって

いた考え方や知識に気付き、自分の考えを付加・修正できる本研究は意義深いと考える。  

 

２ 主題と副主題の意味 

（１）主題の意味  

  「科学的」とは実証性や再現性、客観性があるもので、実証性とは観察・実験などを

通して、仮説を検討できること、再現性とは同じ条件下で必ず同じ結果が得られること、

客観性とは仮説の実証が多くの人に承認され、共有されることである。  

「科学的思考力」とは科学的に導き出された科学的な知識や概念を基に、自然の事物・

現象と様々な情報を関係付けたり、説明したりする力のことである。  

「科学的思考力を高める」とは、これまで習得した科学的な知識や概念を活用して論

理的に考えることできるようにすることである。そのためには、ある課題に対して、①

仮説あるいは予想を立て（仮説設定力）、②観察・実験の方法を見つけ出し（実験方法設

定力）、③観察・実験を実施し、④結果を分かりやすくまとめ、その結果を基に考察する

ことのできる（考察力）。考察の結果、新たな疑問を発見することができる（問題発見力）

に①～④のプロセスが繰り返されることにより科学的な知識や概念が深まると共に、仮

説設定力、実験方法設定力、考察力、問題発見力が高まるので、科学的思考力が高まる

と考えられる。  

（２）副主題の意味  

  「思考を視覚化する」とは予想や仮説を文章化することや、結果をもとにして考察す

る段階で自分の思考を図式化、モデル化、文章化することである。  

 「思考を視覚化する学習プリント」とは、①予想や仮説の場面、②予想や仮説を調べ

るための実験や観察の方法を考える場面、③観察・実験の結果をもとに考察する場面、

④観察・実験後、感じたことや新たに生じた疑問をまとめる場面で、自分の思考を視覚

化する学習プリントである。  

これらの場面において思考の質を高めるために、次の点に注意しながら学習プリント

に記入できるよう指導することが大切だと考える。  

○既習知識を基盤とした思考ができているか。  

○科学的な知識や概念を用いて，考えたり説明したりしているか。  

○結果から得られる表やグラフ等を活用したり，必要な条件をもとに結果を整理し，比

較・分類・関連付け・推論を行ったりしながら考察しているか。  

 

３ 研究の目標 

 思考を視覚化する学習プリントの工夫を通して、科学的思考力を高める理科学習指導

方法を究明する。  



４ 研究の仮説 

理科の学習における自然の事物・現象を調べる活動において、予想や仮説の場面、予

想や仮説を調べるための観察や実験の方法を考える場面、観察・実験の結果をもとに考

察する場面、観察・実験後、感じたことや新たに生じた疑問をまとめる場面に思考を視

覚化する学習プリントを用いて授業を展開すれば、仮説設定力・実験方法設定力・考察

力・問題発見力が高まるので、科学的思考力を高めることができるだろう。  

５ 仮説検証の内容と方法  

 （１）検証の対象   小郡市立三国中学校  

             研究対象学級 第１学年８組（男子 17 名、女子 23 名）  

 （２）検証の内容・方法  

 

項目  評価  評価の観点  

仮説設定力  

A 
既習知識を用いて、検証可能な方法を挙げて仮説を設定することができてい
る。かつ、結果を予想して全て正しく仮説を設定することができている。  

B 
既習知識を用いて、検証可能な方法を挙げて仮説を設定することができてい
る。  

C Ａ，Ｂ以外  

実験方法設定力  

A 
仮説を検証するために具体的な実験方法を設定している。かつ効率的な実験
方法を設定している。  

B 仮説を検証するための具体的な実験方法を設定している。  

C Ａ，Ｂ以外  

考察力  

A 
規則性や法則性を導き出したり、仕組みを図やモデルを使って分かりやすく
説明したりすることができている。  

B 
規則性や法則性を導き出したり、仕組みを説明したりすることができてい
る。  

C Ａ，Ｂ以外  

問題発見力  

A 科学的な問題と日常に活かせる場面の両方を挙げて簡潔に表現している。  

B 科学的な問題、または日常に活かせる場面を簡潔に表現している。  

C Ａ，Ｂ以外  

 

６ 研究の計画  

 研究内容   研究内容  

５月 理論研究  10 月 仮説の見直し、  

６月 実態調査の結果分析  11 月 実証及びデータ収集・データ分析  

７月 教材分析  12 月 実証及びデータ収集・データ分析  

８月 教材構成  １月 研究のまとめ  

９月 教材作成  ２月 研究報告  

 検証内容  検証方法  

仮説設定力  
予想や仮説の根拠に既習の科学的な知識を用いて思考をしている
か。  

学習プリント  

実験方法設定力  
予想や仮説を検証する実証性、再現性のある実験計画を立てている
か。  

学習プリント  

考察力  
結果から得られる表やグラフ等を活用したり，必要な条件をもとに
結果を整理し，比較・分類・関連付け・推論を行いながら考察して
いるか。  

学習プリント  

問題発見力  
実験観察結果や考察と、日常生活やこれまでの学習を比較して、矛
盾を見つけることができているか。または、日常に活かせる場面を
見つけることができているか。  

学習プリント  



７ 研究の構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 研究の実際 
実践Ⅰ  「固体を識別する方法を探ろう」  
①  第一次 

この学習では、身のまわりにある物質が固有の性質を持つことを理解する内容で、今後

の科学的思考の基礎となる知識を獲得する。それぞれの物質が燃えるのか、燃えないのか、

二酸化炭素が発生するのかしないのか、予想を立てた。その際思考が視覚化できるよう予

想の根拠を記述できるように学習プリントを工夫した。  

全ての物質が燃えるものでないことは理解しているが、物が燃える様子を見る機会が少

ない。どの物質が燃えるのか、二酸化炭素を出すのか予想を立てその理由を書いたところ、

「砂糖と食塩がもし燃えたら料理は作れないと思います」、「紙と木は燃やしている所を見

たことがあるし、ストローもプラスチックだから燃えると思った。」、「紙や木は物を燃やす

ときに使うから燃える。砂糖は生物からできているので燃える。ストローはプラスチック

だから燃えると思います。」など日常生活の知識を使い、根拠をもって予想する姿が見られ

た。【資料 1-1】 

また考察の段階では学習プリントに  

自分の意見とみんなの意見を書く欄を  

設け視覚化したことで、全ての生徒が  

自分の意見を結果から考察して記入す 

ることができた。そして、その考察を 

交流することで、他の生徒の考察につ  

いても吟味するとともに自分の考えと  

比較して、自分の考察について再度考  

身のまわりの物質についての観察・実験を通して、物質の性質に着目して物質を分類
できることを見出せるようにする。  

【資料 1-1】予想の記述 

科学的思考力の高まった生徒  
学習過程  手立て 

生徒の実態  

思考を  
視覚化する  
学習プリント  

仮 説 あ る い は 予
想を立てる。  

予 想 や 仮 説 を 調
べ る た め の 実 験
や 観 察 の 方 法 を
考える。  

観察・実験の結果
を も と に 考 察 す
る。  

観察・実験後、感
じ た こ と や 新 た
に 生 じ た 疑 問 を
まとめる。  

問題  
発見力  

実験方法  
設定力  

考察力  仮説設定力  

実験方法  

設定力  
仮説設定力  問題  

発見力  
考察力  

仮説  
設定力  

問題  
発見力  

考察力  
実験方法
設定力  

仮説設定力  問題  
発見力  

考察力  
実験方法
設定力  

思考を  
視覚化する  
学習プリント  

思考を  
視覚化する  
学習プリント  

思考を  
視覚化する  
学習プリント  

実験方法  
設定力  

考察力  問題発見力  仮説設定力  



【資料 1-4】砂糖が水に溶けている  
様子の仮説  

えることができた。【資料 1-2】 

学習後の生徒の感想・気付いたこ

とでは、有機物と無機物の違いの

理由について知りたいといった新

たな疑問を記述する生徒が見られ

た。【資料 1-3】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  第二次 

 

 溶質が溶ける様子を観察・記録し、その様子を思考を視覚化する学習プリントに粒子モ

デルで表した。初めて物質を目に見えない粒子で表す際に戸惑うことを予想していたが、

何の疑問も持たずに粒子で表す姿が多く見られた。生徒の仮説としては、粒子の概念が曖

昧なため、粒子自体が小さくなっていく考えや、粒子がばらばらになる考え、溶質が溶解

すると見えなくなることから、粒子がなくなる考えを書く生徒もいた。【資料 1-4】 

水に溶けた時も質量が変わらないことから粒子はなくならないことを見出し、全員が砂

糖の粒子が水の中に均等に広がるモデルを書くことができた。【資料 1-5】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③  第三次 

これまでに学習した科学的な知識や概念を活用して、思考を視覚化する学習プリントを  

用いて、自分たちで実験を順序立てて計画し、確認することで科学的思考力を高めること

をねらいとした。まず、４種類の粉末（砂糖・食塩・デンプン・ミョウバン）を識別する

ために、それぞれの性質を個人で学習プリントに書き出した。【資料 1-6①】  

物質の溶解について、粒子モデルで説明できるようにする。  

科学的思考を視覚化する学習プリントを用いて分類し、４種類の粉末を区別する
ことができるようにする。  

【資料 1-3】気付いたことの記述  

【資料 1-2】考察の記述 

【資料 1-5】モデルを学習プリントに 
記述する様子  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後、全体で性質の確認を行い、どのような実験をどのような手順で行えば、より効

率よく分類することができるのかを個人で考え発表した。書く活動の際には、系統樹（フ

ローチャート）を用いて実験の流れを考えた。【資料 1-6②】 

同じ実験方法を選択した者同士で交流し、実験方法を付加したり、根拠を確認したりし

ながら、実験計画書を完成させた。【資料 1-6③】その際、自分の考えが変わった理由につ

いて記述することで、自分の思考を整理することができた。【資料 1-6④】  

 実験グループのメンバーで実験の手順を確認した後、必要な道具を自分たちで用意して

実験を行った。系統樹の流れに沿って実験を行っ

ていき、それぞれの物質が何であるのかの識別実

験を行った。その後、感想・気付いたことを記述

した。【資料 1-7】しかし、生徒の記述には疑問や

日常生活に活かす視点が少なかった。  

 

＜実践Ⅰの考察＞ 

４種類の物質の性質について整理することは比較的簡単なようであったが、実験方法を

考える際に、どのようにすれば正しく識別することができるのか、どの手順が効果的なの

か、など深く考える様子があった。実験方法を設定する場面と、自分の方法を話し合って  

もう一度考える場面で、根拠を記入できるよう学習プリントを工夫したことで、自分の思

考が視覚化された。また、学習プリントの欄で【感想・気付いたこと】を書かせるだけで

は、疑問に思ったことや日常に結びついた考えを表す生徒が少なかったので、新たに記入

欄【新たな疑問】と【日常生活で活かせそうなところ】を設けて実践Ⅱを行うことにした。  

①       ②           ③  

【資料 1-7】感想・気付いたことの記述  

④  

【資料 1-6】思考を視覚化する学習プリントの記述  



実践Ⅱ  「気体を識別する方法を探ろう」  

①  第一次 

  

酸素・二酸化炭素・水素・アンモニアを発生させて、性質を調べた。それぞれの気体に

は特有の性質があり、その性質を利用した適切な気体の捕集方法を理解することができた。

また、その他に窒素や硫化水素、塩化水素などの性質は資料で調べて表にまとめた。そし

て水への溶解度や密度、特有の性質とそれを利用したものが身の周りにあることを学んだ。 

②  第二次 

 

 ろうの液体→固体の状態変化を調べる実験において、ろうの質量が変化せず体積だけが

変化することを観察した。この様子を、ろうの粒子を用いて表した。水溶液の溶解を学習

する段階で粒子モデルを用いているので、粒子の大きさが変化しないこと、粒子の数が変

化しないという科学的知識や概念は獲得済み  

である。しかし、生徒の意見としては、粒子  

の数が減少するモデル（自分の考え①）を描 

く生徒も数人見られたが、班で交流すること  

で正しいモデル（自分の考え②）に修正する  

ことができた。【資料 1-8】  

次  時  学習活動・内容  ねらいと手だて（○）  評価基準  

一  

１  

④  

１  気体の発生と性質  
(1)身のまわりの気体  
・酸素と二酸化炭素の性質  
・空気中の気体  
・気体の集め方  
(2)いろいろな気体  
・アンモニア・水素  

気体を発生させてその性質を
調べる実験方法を理解できる
ようにする。  

○気体の発生方法や性質を理解
できるように、性質と捕集方
法を関連付けて考える活動を
行う。  

知：気体によってそ
れぞれに特有な性
質があることを理
解し、知識を身に
つけている。  

 

二  

１  

⑦  

 

 

 

 

 

 

 

 

２  物質の状態変化  
(1)状態変化と質量  
・液体⇔固体の変化  
・液体⇔気体の変化  
(2)状態変化と粒子の運動  
・粒子のモデル  
・粒子の運動  
(3)状態変化と温度  
・沸点  
・融点の測定  
・混合物と純粋な物質  
(4)蒸留  

物質の状態変化を粒子概念で
説明できるようにする。  

○状態変化を粒子モデルで説明
することができるように、状
態によって質量は変化しない
が、体積は変化することを最
も適切に表す粒子モデルを思
考を視覚化する学習プリント
を用いて考える活動を行う。  

思：状態変化を粒子
モデルで適切に表
現している。   

※仮説設定力  

三  

１
②  

３  気体Ｘは何か  
(1)４種類の気体（酸素・二

酸化炭素・水素・窒素）
の区別をする。  

・水への溶け方  
・密度  
・性質  

正体のわからない気体を識別
できるようにする。  

○それぞれの気体の性質を想起
するため、既習内容の復習を
する。  

○気体Ｘの正体を識別できるよ
うに、気体の性質の違いと実
験を方法を視覚化する系統樹
を用いて、思考を視覚化する
学習プリントを用いる。  

思：物質を性質のち
がいに着目して区
別することができ
る。  

※実験方法設定力  
※考察力  
※問題発見力  

気体を発生させてその性質を調べる方法を理解できるようにする。  

物質の状態変化を粒子概念で説明できるようにする。  

【資料 1-8】粒子モデルの記述  



③  第三次 

 

これまでに学習した科学的知識や概念を活用して、自分たちで実験を順序立てて計画し、 

確認させることで科学的思考力を高めることをねらいとした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４種類の気体（酸素・二酸化炭素・水素・窒素）のうち１種類の気体を５本の試験管に

入れて配った。各々が自分の思考を視覚化する学習プリントを書いた。【資料 1-9①】 

班の交流活動では気体の確認で用いる火について、マッチの火と線香の火のどちらかで

水素と酸素の確認ができないか、線香の炎で二酸化炭素と窒素の違いが確認できるか、に

ついて話し合う姿が多く見られた。また、安全な方法や効  

率的な方法、確実な方法を選択しようとする話し合いも行 

われており実験する場面を想定して実験計画を立てていた。 

また気体の密度に着目する生徒もいたが、密度に関する  

確認方法ははっきりと識別できないことに交流活動の中で  

気づき、他の方法を選択していた。【資料 1-9②】次に、思 

考を視覚化する学習プリントを基に実験を行い、各班の気 

体が何であるかを識別した。窒素を選択した中で、線香  

の炎の変化から二酸化炭素と窒素の区別で悩む班もあっ  

た。そして確実に特定できなかったので、急遽石灰水も  

利用して識別する班もあった。実験後のまとめの場面  

【資料 1-9】思考を視覚化する学習プリント  

思考を視覚化する学習プリントを用いて、正体のわからない気体を識別できるようにする。 

【資料 1-11】実験後の生徒の記述  

①           ②  

【資料 1-10】記述の様子  



（【資料 1-10】）では、【新たな疑問】の欄を設けた所、「窒素を消去法ではない方法で確定

させることができないのか」など、実験計画や実行中にもった疑問を文章化することがで

き、思考の過程のどこで悩んだのかが明確になった。【日常生活に活かせそうな所】につい

ては、「二酸化炭素が消火器に使えると思いました」などの記述があったが、【資料 1-11】

記述に時間がかかり、日常生活の関連付けが難しいことを改めて感じた。  

＜実践Ⅱの考察＞ 

気体Ｘを調べる実験計画については、効率的で細かな操作まで書ける生徒が実践Ⅰと比

べて多かった。また、学習プリントの欄で【感想・気付いたこと】を【新たな疑問】と【日

常生活で活かせそうなところ】と変えたことで、問題発見力については、生徒に問題提起

することが可能となった。さらに、教師が学習したことを日常へと結びつけて考える機会

を設けることで高まると言える。  

 

９ 研究の成果と課題 

 【資料 2-1】は、学級全体の４つの能力について評価基準表をもとに、実践ごとに分析

した。実践に複数回あるものについては、その平均を結果に表した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）研究の成果  

○ 仮説設定力・実験方法設定力・考察力・問題発見力のいずれも実践Ⅰより実践Ⅱの方

が高まっていることが分かる。このことより、科学的思考力が高まったと考えられる。  

○ 観察・実験を行う前に必ず仮説を立て、その根拠を明確にする活動を取り入れること

で、自分の思考の過程を学習プリントで整理できたので、思考を確認しながら考察を行

うことができる生徒が多くなった。  

○ 実験方法を考え、観察・実験を行い、結果を分かりやすくまとめ、その結果を基に考

察する活動を繰り返し行うことで、実験方法設定力が高まるとともに、仮説・実験方法

をもとにした考察ができ、科学的思考力が高まったと考えられる。  

（２）今後の課題  

● 仮説設定力や考察力に比べて、実験方法設定力と問題発見力の高まりは低い。知識を

獲得するために、提示した実験についても実験の意味を考える活動を行い、それを基に

して、別の事象で実験方法を自分たちで考える活動をもっと増やしていく必要がある。  

● 問題発見力については、学習プリントを見直し、今まで行ってきた【感想・気付いた

こと】の欄を【新たな疑問】や【日常生活に生かせそうな所】と変えることで、生徒に

問題提起することが可能と分かった。教師が学習したことを日常へと結びつけて考える

機会を設けることで高まると言える。  

【資料 2-1】検証結果（評価の観点は、「仮説検証の内容・方法」を参照） 
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